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べた基礎配筋について 
 
べた基礎配筋表 
 
 ◎一般地域 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◎多雪区域(積雪100cm) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◎多雪区域(積雪150cm) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※印部分は、別途構造計算により検討が必要。 

 
 

スラブスパンとその配筋について 

・ スラブ配筋は、短辺方向スラブ

スパンが最大のものにより決定

する（下図の場合の斜線部のスラ

ブにおける短辺方向スラブスパ

ンとなる。）。 

・ なお、短辺：長辺の比率は、概

ね1.0:1.5 以下に適用するが、こ

れより細長くなる場合は、長辺方

向スラブスパンを上表の短辺方

向スラブスパンと読み替える。 

荷重 
短辺方向 

スラブスパン 
(m) 

スラブ 
厚 

(㎜) 

短辺及び長辺方向 
スラブの配筋 

(㎜) 

重い住宅 

軽い住宅 

3.0以下 
3.0を超え4.0以下 
4.0を超え5.0以下 

3.0以下 
3.0を超え4.0以下 
4.0を超え5.0以下 

t=150 
t=200 
 ※ 
t=150 
t=200 
 ※ 

D13@150【シングル】 
D13@200【ダブル】 
   ※ 
D13@200【シングル】 
D13@250【ダブル】 
   ※ 

荷重 
短辺方向 

スラブスパン 
(m) 

スラブ 
厚 

(㎜) 

短辺及び長辺方向 
スラブの配筋 

(㎜) 

重い住宅 

軽い住宅 

3.0以下 
3.0を超え4.0以下 
4.0を超え5.0以下 

3.0以下 
3.0を超え4.0以下 
4.0を超え5.0以下 

t=150 
t=200 
 ※ 
t=150 
t=200 
t=200 

D13@200【シングル】 
D13@200【ダブル】 
   ※ 
D13@250【シングル】 
D13@250【ダブル】 
D13@150【ダブル】 

荷重 
短辺方向 

スラブスパン 
(m) 

スラブ 
厚 

(㎜) 

短辺及び長辺方向 
スラブの配筋 

(㎜) 

重い住宅 

軽い住宅 

3.0以下 
3.0を超え4.0以下 
4.0を超え5.0以下 

3.0以下 
3.0を超え4.0以下 
4.0を超え5.0以下 

t=150 
t=150 
t=200 
t=150 
t=150 
t=200 

D13@250【シングル】 
D13@150【シングル】 
D13@150【ダブル】 
D13@250【シングル】 
D13@200【シングル】 
D13@250【ダブル】 
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